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地
域
の
緑
で
絆
を
！

副
会
長
　
仙
北
　
英
治

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
事

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
町
内
会
連
合
会

運
営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
期
、
副
会
長
に
選
出
さ

れ
、
広
報
部
、
地
域
安
全
部
担

当
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

お
り
ま
す
。

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
急
速

な
進
行
を
背
景
に
高
齢
者
の
孤

立
化
、
子
ど
も
達
の
悲
し
い
事

件
が
多
発
す
る
中
、
防
犯
の
見

守
り
活
動
、
異
常
気
象
に
よ
る

集
中
豪
雨
と
自
然
災
害
等
の
防

災
を
構
築
す
る
事
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

各
単
町
の
運
営
で
は
解
決
出

来
な
い
問
題
を
町
連
全
体
の
課

題
と
し
て
検
討
し
て
取
り
組

み
、
安
全
、
安
心
な
住
み
良
い

藤
野
地
域
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

行
政
窓
口
で
折
衝
、
相
談
し

て
も
解
決
出
来
な
い
問
題
は

①
排
雪
事
業
費
（
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
　
の
値
上
げ
が
あ
り

ま
す
。冬

期
間
の
雪
道
で
救
急
車

や
消
防
車
が
通
行
で
き
る
生

活
道
路
の
維
持
・
確
保
が
必

要
で
す
。
毎
年
事
務
的
に
値

上
げ
の
通
知
で
実
施
し
て
ぉ

り
ま
す
が
各
町
内
会
の
運
営

費
を
圧
迫
し
て
お
り
共
通
の

課
題
と
し
て
、
南
区
選
出
の

市
議
会
議
員
と
懇
談
の
機
会

を
持
ち
行
政
に
働
き
か
け
る

対
応
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

②
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
買
物

や
通
院
で
不
便
な
方
々
の
為

に
地
域
巡
回
バ
ス
の
運
行
問

題。
③
災
害
時
の
緊
急
避
難
指
示
の

ル
ー
ル
等
、
行
政
の
手
が
届

か
な
い
「
福
祉
」
「
防
災
」
「
環

境
」
問
題
を
考
え
「
住
ん
で

よ
か
っ
た
藤
野
」
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の

お
力
を
借
り
な
が
ら
地
域
の

縁
で
絆
づ
く
り
に
努
力
を
致

し
ま
す
。
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「
住
ん
で
よ
か
っ
た
藤
野
」
を

感
ず
る
ひ
と
と
き

第
二
十
五
回
藤
野
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
は
、
八
月
一
日
　
（
土
）

ホ
ー
マ
ッ
ク
駐
車
場
を
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
た
。
わ
ず
か
一

日
の
開
催
と
は
い
え
、
町
連
の

定
期
総
会
で
開
催
要
領
が
決
定

し
た
後
、
こ
の
日
の
た
め
に
多

く
の
会
議
が
持
た
れ
、
七
月
十

五
日
　
（
水
）
　
の
実
行
委
員
会
全

体
会
議
で
詳
細
の
協
議
が
な
さ

れ
班
毎
に
準
備
状
況
を
点
検

し
、
当
日
を
迎
え
た
。
天
候
も

上
々
、
実
行
委
員
全
員
に
よ
る

会
場
設
営
も
す
す
み
、
九
時
四

十
五
分
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
の
ス
タ
ー
ト
。
各
町
内

会
踊
り
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
藤
野

音
頭
は
、
例
年
の
こ
と
な
が

ら
、
祭
気
分
を
大
い
に
盛
り
上

げる。

午
前
十
時
、
開
会
を
告
げ
る

打
ち
上
げ
花
火
。
開
会
宣
言
は
、

高
橋
明
利
副
実
行
委
員
長
（
藤

野
中
中
商
工
会
会
長
）
。
そ
の

後
、
寺
田
良
男
実
行
委
員
長

（
藤
野
地
区
町
内
会
連
合
会
会

長
）
の
開
会
挨
拶
、
来
賓
代
表

と
し
て
高
野
琴
南
区
長
か
ら
の

挨
拶
が
続
く
。
十
時
二
十
分
、

い
よ
い
よ
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
始
。
ス
タ
ー
ト
は
い
つ

も
恒
例
の
藤
ケ
丘
保
育
園
・
幼

稚
園
児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
。
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
る
も
、
い
つ
も
よ
り
元
気
が

感
じ
ら
れ
な
い
の
は
暑
さ
の
せ

い
な
の
か
も
す
以
後
藤
野
南
小

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
、
藤
野
本
通
ク
ラ

ブ
リ
ズ
ム
廿
ト
ド
ホ
ン
の
方
々

に
よ
る
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
と
続
く
。

そ
の
後
、
徳
光
利
雄
さ
ん
に

よ
る
サ
ッ
ク
ス
演
奏
。
「
君
恋

し
」
「
さ
そ
り
座
の
女
」
等
、
名

曲
に
会
場
も
う
っ
と
り
。
津
軽
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三
味
線
合
奏
、
ダ
ン
ス
で
午
前

の
部
も
早
や
終
盤
へ
。

こ
こ
で
畳
の
時
間
を
利
用
し

て
毎
年
行
わ
れ
る
、
子
ど
も
会

に
よ
る
ゲ
ー
ム
。
統
制
の
と
れ

た
リ
ー
ダ
ー
の
動
き
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
る
。
午
後
の
一
番
バ

ッ
タ
ー
は
　
「
空
手
の
演
武
」
。

板
割
り
、
か
わ
ら
割
り
と
続
く

子
ど
も
達
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し

に
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
た
。
特
に
低
学
年
の
子
ど
も

叫「
】ぺ

た
ち
の
演
武
に
は
ひ
と
き
わ
大

き
な
声
援
が
。
そ
の
後
は
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
舞
踊
が
続
き
、
十
三

時
五
十
五
分
、
藤
野
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
始
ま

る。

年
々
高
ま
る
レ
ベ
ル
の
高
い

生
演
奏
を
聞
け
る
の
は
大
き
な

喜
び
で
あ
り
感
謝
し
た
い
。

今
年
の
初
出
場
は
N
A
O
M

I
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
藤
野
の

住
人
と
し
て
注
目
し
て
い
き
た

い
。
舞
踊
体
操
の
後
は
す
っ
か

り
お
な
じ
み
に
な
っ
た
庄
田
道

則
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
と
サ

ッ
ク
ス
の
演
奏
。
続
い
て
は
藤

野
が
誇
る
伝
統
文
化
ク
藤
野
太

鼓
保
存
会
″
に
よ
る
太
鼓
演

奏
。
限
ら
れ
た
回
数
し
か
聞
い

て
い
な
い
が
、
人
々
を
よ
わ
せ

る
響
き
が
で
て
き
て
た
の
も
し

い
限
り
。

最
後
の
演
目
は
、
歌
手
の
原

大
輔
さ
ん
に
よ
る
友
情
出
演
。

今
年
で
七
回
目
に
な
る
と
い

う
。
「
浦
河
の
夜
」
か
ら
始
ま
り

「
ス
ス
キ
ノ
午
前
〇
時
」
「
秋
と

う
」
　
へ
の
歌
い
つ
ぐ
中
で
途
中

の
語
り
に
も
内
容
的
に
聞
か
せ

る
も
の
を
感
じ
た
ひ
と
と
き
で

あ
っ
た
。

最
後
を
飾
る
の
は
恒
例
の
お

楽
し
み
抽
選
会
（
藤
野
中
央
商

工
振
興
会
、
藤
野
振
興
会
提

供
）
引
き
換
え
券
を
握
り
し
め

発
表
さ
れ
る
当
選
番
号
と
名
前

に
一
喜
一
憂
。
今
年
は
例
年
に

比
べ
て
当
選
者
数
と
景
品
も
や

や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
と

こ
ろ
か
。

こ
う
し
て
「
花
と
緑
、
文
化

と
福
祉
」
を
街
づ
く
り
の
基
本

と
す
る
藤
野
に
と
っ
て
の
夏
の

最
大
の
風
物
詩
は
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
迎
え
た
。

年
に
一
度
。
ふ
る
さ
と
藤
野

に
住
む
人
々
が
心
を
一
つ
に
し

て
準
備
の
段
階
か
ら
、
わ
ず
が

一
日
の
た
め
と
は
い
え
労
働
を

惜
し
ま
ず
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
の

方
々
を
含
め
ご
支
援
を
頂
い
た

関
係
機
関
の
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
多
く
の
人
々

に
支
え
ら
れ
、
藤
野
の
地
域
に

は
一
つ
の
財
産
と
し
て
心
の
ふ

れ
あ
い
が
残
さ
れ
、
行
事
の
中

で
し
っ
か
り
し
た
絆
が
生
ま
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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3hL、哨戒こさ・

一
計
展
巨
プ
ラ
㍗
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
写
且

第
二
十
一
回
文
化
展
、
第
十

四
回
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

写
真
展
は
、
九
月
十
二
日

壬
）
、
十
三
日
　
（
日
）
町
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れた。子
ど
も
達
が
喜
び
そ
う
な
木

の
お
も
ち
ゃ
の
い
ろ
い
ろ
。
「
木

賊
に
含
ま
れ
る
ケ
イ
素
か
ら
朱

色
を
」
と
説
明
。
味
わ
い
の
あ

る
木
賊
焼
の
陶
芸
作
器
が
並

ぶ
。
水
彩
画
の
柔
ら
か
な
筆
捌

き
。
画
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る

ポ
プ
ラ
の
大
樹
は
な
か
な
か
の

迫
力
で
あ
る
。
繊
細
で
優
し
さ

を
感
じ
る
押
し
花
絵
、
L
L
ゆ

う
絵
や
和
紙
ち
ぎ
り
絵
。
色
彩

に
溢
れ
る
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
。

胡
瓜
等
の
野
菜
の
絵
「
そ
れ
は

そ
れ
は
大
収
穫
百
三
十
八
本
、

我
が
家
の
野
菜
畑
は
も
う
秋
で

す
」
と
添
書
き
が
あ
る
。
生
活

感
が
あ
り
四
季
の
移
ろ
い
を
感

じ
さ
せ
る
絵
手
紙
。
布
を
効
果

的
に
使
っ
た
布
あ
そ
び
は
趣
が

あ
る
。
十
数
組
の
お
雛
様
が
並

ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
表
情

に
心
が
和
む
。
可
愛
ら
し
い
。

約
九
十
人
の
方
か
ら
約
九
百

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
と
文

化
部
の
方
は
お
話
に
な
る
。
ま

さ
に
文
化
の
薫
り
燦
々
で
あ

る。

ア
リ
ー
ナ
の
壁
に
は
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
写
真
。
藤
野
の
方
の

花
を
愛
し
む
気
持
ち
が
見
え

る
。
鉢
植
え
の
花
や
庭
に
咲
く

花
の
写
真
が
並
ぶ
。
特
に
庭
に

広
が
る
藤
が
圧
巻
。
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
の
写
真
か
ら
実
際
の
景
を

想
像
す
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と

で
あ
る
。

連
町

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

九
月
六
日
（
日
）
気
温
2
3
度

秋
晴
れ
の
中
、
総
勢
5
7
名
（
男

性
3
4
名
・
女
性
2
3
名
）
　
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寺
田
町
連
会
長
の
ご
挨
拶

後
、
参
加
者
は
4
コ
ー
ス
に
分

か
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

した。成
績
は
、

男
子
優
勝
（
9
3
打
）

澤
井
松
雄
さ
ん
奮
二
町
内
会
）

女
子
優
勝
（
9
6
打
）

開
　
初
音
首
ん
（
緑
町
町
内
会
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
1
2
個
と

過
去
最
高
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大

会
で
し
た
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が

上
が
り
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度

少
年
少
女

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

主
催
　
町
連
体
育
部

七
月
十
二
日
　
（
日
）
、
藤
野

南
小
体
育
館
で
小
学
生
の
参
加

に
よ
る
標
記
の
大
会
が
開
か
れ

た。
開
催
に
あ
た
っ
て
、
寺
田
町
連

会
長
よ
り
「
小
学
一
年
生
か
ら
六

年
生
が
参
加
し
て
お
り
、
い
た
わ

り
の
心
を
大
切
に
、
友
達
を
増
や

そ
う
」
と
話
し
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
ル
ー
ル
説
明
後
試

合
が
始
ま
っ
た
。
個
人
参
加
の

子
ど
も
が
多
か
っ
た
の
で
、
合

同
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。

◎
チ
ー
ム
編
成
　
各
日
名
ず
つ

二
合
同
A
）
藤
ケ
丘
南
、
藤

ケ
丘
西
、
富
士
見
、
白
樺
高

見
台
、
三
区

二
合
同
B
）
藤
野
公
園
、
西

藤
野

・
（
合
同
C
）
高
台
、
野
々
沢

・（十五島）

◎
試
合
結
果

・
優
　
勝
　
合
同
A
　
（
三
勝
）

・
準
優
勝
　
十
五
島
（
二
勝
一

敗）三
　
位
　
合
同
B
　
（
一
勝
二

敗）
・
四
　
位
　
合
同
C
　
（
三
敗
）

試
合
中
、
高
学
年
同
士
の
力

の
こ
も
っ
た
攻
防
や
、
高
学
年

が
相
手
チ
ー
ム
の
低
学
年
に
優

し
く
投
げ
る
等
、
厳
し
さ
と
心

の
ふ
れ
合
う
姿
が
印
象
に
残
っ

た。
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安
全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

藤
野
第
三
区
町
内
会
　
会
長
　
船
越
　
盛
正

創
立
7
0
周
年
を
経
て
次
の
代
へ
送
り
出
す

藤
野
第
一
町
内
会
　
会
長
　
菅
野
　
暁
子

我
々
が
生
活
の
拠
点
と
し
て

い
る
藤
野
三
区
町
内
会
は
藤
野

連
合
町
内
会
十
九
単
町
の
中
で

も
最
大
規
模
の
町
内
で
一
千
世

帯
を
超
え
る
状
況
と
成
っ
て
来

て
お
り
ま
す
。
一
年
間
の
事

業
、
行
事
も
十
七
種
に
及
び
ま

す
。
又
高
齢
化
も
進
ん
で
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
も
六
百
八
十

名
を
超
え
る
状
況
と
成
っ
て
参

り
ま
し
た
。
当
町
内
会
に
於
て

は
福
祉
推
進
委
員
及
び
民
生
委

員
は
も
と
よ
り
、
町
内
会
全
体

で
見
守
り
、
声
か
け
、
助
け
合

い
の
絆
を
高
め
、
安
全
、
安
心

で
住
み
易
い
明
る
い
、
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
目
指
し
そ
の
為

の
行
事
も
実
施
し
て
お
り
ま

す。

今
後
に
重
点
を
置
い
て
い
る

の
は
福
祉
と
防
災
助
け
合
い
、

の
精
神
を
高
め
る
事
に
力
点
を

置
い
て
町
内
会
の
運
営
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
の
運

営
に
関
し
て
は
役
員
の
不
足
と

若
手
の
参
入
が
無
く
先
き
行
き

不
安
材
料
の
一
つ
で
す
。
女
性

の
方
々
の
参
画
が
少
く
こ
の
点

も
今
後
の
課
題
で
す
。
会
員
の

方
々
が
町
内
会
に
興
味
と
関
心

を
持
っ
て
く
れ
る
か
模
索
し
て

お
り
ま
す
。
当
三
区
町
内
会
は

地
形
的
に
坂
が
多
く
交
通
手
段

も
限
ら
れ
て
お
り
車
か
徒
歩
で

自
転
車
等
の
使
用
も
む
ず
か
し

く
コ
ン
ビ
ニ
も
な
く
買
い
物
、

通
勤
、
通
院
等
に
皆
さ
ん
苦
労

し
て
お
り
ま
す
。
無
料
巡
回
福

祉
バ
ス
の
運
行
開
始
の
一
日
も

早
い
実
現
が
待
た
れ
る
所
で

す。

昭
和
十
九
年
戦
時
下
大
変
厳

し
い
時
代
、
地
域
の
皆
様
が
相

互
扶
助
を
掲
げ
、
「
藤
野
第
一
部

落
会
」
　
（
藤
野
第
一
区
町
内
会
）

を
創
立
、
爾
来
七
十
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
昨
年
迎
え

ま
し
た
。
先
達
の
皆
様
が
多
く

の
苦
難
を
越
え
ら
れ
一
歩
ず
つ

積
み
重
ね
て
現
在
の
立
派
な
町

内
会
を
創
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た

こ
と
、
歴
代
の
役
員
や
関
係
機

関
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
町
内
会
創
立

四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
町

内
会
家
族
大
運
動
会
を
開
催
、

以
来
第
三
十
二
回
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
大
き
な
節
目
に
責
任

あ
る
立
場
で
関
わ
れ
ま
す
こ
と

を
本
当
に
光
栄
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
街
に
住
み
半
世
紀

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
、

地
域
の
皆
様
に
お
世
話
に
な

り
、
子
、
孫
達
が
い
つ
帰
っ
て

き
て
も
、
「
温
か
い
衝
に
包
ま
れ

た
故
郷
が
好
き
で
す
。
」
と
云

っ
て
も
ら
え
る
町
内
で
あ
る
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
、
町
内
会
組
織
率
の
低

下
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
、
本
町

内
会
も
会
員
数
は
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
、
減
少
し
て
お
り

ま
す
。
一
方
で
は
緑
に
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
求
め
若
い
世
代

等
の
移
住
に
よ
る
新
規
入
会
者

も
あ
り
世
代
交
代
な
ど
で
社
会

環
境
の
変
化
が
顕
著
で
す
。
私

た
ち
は
時
代
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
発
想
の
転
換
や
若
い

力
を
借
り
当
面
す
る
組
織
体
制

問
題
な
ど
に
加
え
近
い
将
来
対

応
が
せ
ま
ら
れ
る
会
館
の
老
朽

化
対
策
な
ど
、
諸
課
題
に
取
り

組
み
、
未
来
に
向
け
、
魅
力
あ

る
住
み
良
い
活
気
あ
る
街
に
し

て
い
く
こ
と
が
、
町
内
会
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
七
十
年
の

歩
み
を
撲
り
町
内
発
展
の
基
礎

と
成
ら
れ
た
、
先
人
・
先
輩
の

方
々
の
労
苦
と
偉
業
を
後
世
の

人
た
ち
へ
受
け
継
が
れ
る
事
を

望
み
、
こ
れ
を
機
に
心
新
た
に

し
て
、
町
内
の
皆
様
と
と
も

に
、
藤
野
第
一
町
内
会
が
住
み

よ
い
衝
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発

展
が
出
来
る
よ
う
一
層
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夜
間
住
民
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

通
常
平
日
に
実
施
し
て
い
る

健
診
を
夜
間
に
行
い
ま
す
。
当

日
は
医
師
の
健
康
講
話
（
要
予

約
）
も
あ
り
ま
す
。
（
受
付
時
間

が
異
な
り
ま
す
）

健
診
日
時
‥
十
二
月
十
一
日

（
金
）
　
十
八
時
～
十
九
時
三
十

分
受
付

講
話
時
間
＝
十
七
時
三
十
分
受

付
、
十
八
時
～
十
九
時

会
場
‥
藤
野
地
区
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
方
（
講
話
は

ど
な
た
で
も
可
）

持
物
‥
健
康
保
険
証
、
受
診
券

講
話
申
込
‥
藤
野
地
区
セ
ン
タ
ー

℡
5
9
2
－
2
0
0
2

詳
細
‥
南
区
健
康
・
子
ど
も
課

℡

5

8

1

－

5

2

1

1
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藤
野
地
区
の
開
拓
と
屯
田
兵
の
問
わ
り

藤
野
地
区
の
歩
み
を
た
ど
っ

て
い
く
と
、
北
海
道
の
開
拓
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
″
屯

田
兵
″
と
の
接
点
が
わ
ず
か
な

が
ら
見
え
て
く
る
。

藤
野
地
区
開
基
百
年
記
念
誌

「
風
雪
百
年
」
　
（
昭
和
五
十
九
年

五
月
発
行
）
　
に
も
、
わ
ず
か
二

ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
記
述
が
あ

る
。
〈
前
掲
書
P
3
1
～
軍

幕
末
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が

大
き
く
変
わ
り
、
多
く
の
改
革

が
行
わ
れ
た
。
明
治
五
年
二

八
七
二
）
、
全
国
に
徴
兵
令
が

発
せ
ら
れ
て
い
た
が
北
海
道
ま

で
は
及
ば
ず
、
こ
れ
に
代
っ
て

明
治
六
年
十
二
月
に
〝
屯
田
兵

制
度
ク
が
制
定
さ
れ
、
明
治
七

年
十
月
、
本
道
に
屯
田
兵
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

明
治
八
年
　
二
八
七
五
）
、

琴
似
　
（
現
・
札
幌
市
西
区
琴

似
）
　
に
最
初
の
入
植
が
始
ま

り
、
明
治
三
十
三
年
二
九
〇

〇
）
　
に
募
集
を
停
止
、
明
治
三

十
七
年
十
月
に
　
〝
屯
田
兵
条

例
″
が
廃
止
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
道
内
に
つ
く
ら
れ

た
兵
村
は
三
十
七
か
所
に
及

び
、
戸
数
は
七
，
三
三
七
戸
、

人
員
は
入
植
家
族
も
含
め
て
三

九
，
九
二
人
と
な
り
、
北
海

道
の
開
拓
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
で
あ
る
。

屯
田
兵
に
対
す
る
農
耕
地
の

給
与
は
、
当
初
一
戸
当
り
一
万

五
千
坪
が
計
画
さ
れ
た
。
当
初

五
千
坪
　
（
宅
地
分
を
含
む
）
、

追
給
地
五
千
坪
、
増
給
地
五
千

山
■
兵
村
猿
蠣
給
与
地
実
測
臨

坪
と
な
っ
て
い
た
。

藤
野
地
区
内
に
は
こ
れ
ら
の

追
給
地
・
増
給
地
と
し
て
山
鼻

屯
田
と
篠
路
屯
田
の
所
有
地
が

設
定
さ
れ
た
。
ど
こ
の
土
地
が

誰
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ま
で
は

現
時
点
で
は
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
現
在
の
国
道
二
三
〇
号
線

を
は
さ
ん
で
そ
の
両
側
に
あ
っ

た
と
予
想
さ
れ
る
が
、
や
は
り

位
置
的
に
近
か
っ
た
石
山
地
区

が
多
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ

よ
う
。
明
治
以
後
、
こ
れ
ら
の

地
域
の
所
有
者
は
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
り
、
区
画
割
り
測
量
を

し
た
と
い
わ
れ
て

明
治
三
十
八
年
五
月
調
査

縁
面
積
百
拾
琶
万
九
千
弐
首
九
給
電
坪
弐
合
七
夕
五
才

ホ
僑
祐
蔵
相
写

い
る
の
で
、
一
般

に
払
下
げ
す
る
た

め
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
藤
野
地
区

の
開
拓
が
遅
れ
た

の
は
、
こ
う
し
た

事
実
が
あ
っ
た
か

′
ち
と
言
わ
れ
て
い

l
る
が
、
そ
の
実
態

は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
。

（
広
報
部平

間
吉
春
）

ふ
じ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
フ
ェ
ス
タ

藤
野
地
区
の
九
つ
の
サ
ロ
ン

が
、
合
同
で
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び

を
提
供
。

内
容
　
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
や
木
製

遊
具
、
大
型
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
、
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重

測
定
や
手
形
・
足
形
取
り
、
保

讃
者
の
骨
密
度
測
定
な
ど
。
ミ

ニ
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
（
子
ど
も

の
み
、
先
着
1
0
0
人
）
。

日
時
　
十
一
月
二
十
八
日

壬
）
十
時
半
～
十
二
時
半
。

会
場
　
藤
野
地
区
セ
ン
タ
ー
。

対
象
　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
（
同
伴
の
小
学
生

の
参
加
も
可
）
。

費
用
　
無
料
。

申
込
方
法
　
当
日
直
接
会
場
へ
。

詳
細
　
藤
野
地
区
福
祉
の
ま
ち
推

進
セ
ン
タ
ー
℡
5
9
1
1
5
0
8

2
、
南
区
保
育
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
〈
ち
あ
ふ
る
・
み
な
み
）

℡
2
1
5
－
0
1
8
3戦

編

　

集

　

後

　

記

文
化
展
を
取
材
し
た
。
趣
味

的
な
も
の
か
ら
実
用
品
的
な
も

の
ま
で
諸
々
で
あ
る
。
藤
野
の

人
達
の
も
の
を
つ
く
る
楽
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
た
。
布
き
れ
で

作
っ
た
お
雛
様
は
可
愛
ら
し

い
。
十
数
組
の
お
雛
様
の
お
顔

が
微
妙
に
違
う
か
ら
だ
。
既
製

品
の
お
雛
様
に
は
な
い
親
し
さ

を
感
ず
る
。
布
き
れ
の
お
雛
様

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
に
趣
が

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。
」
、
み

す
ず
の
詩
の
一
節
を
思
い
出
し

て
い
た
。
見
え
る
よ
う
で
見
え

な
い
。
見
え
な
い
よ
う
で
見
え

る。

さ
て
　
「
文
化
」
と
は
、
何

か
。
定
義
は
難
し
い
が
、
手
触

り
の
あ
る
も
の
は
良
い
。
（
0
）

ル
ビ
ナ
ス
第
九
三
号

・
平
成
二
七
年
十
一
月
一
日
発
行

発
行
人

編
集
人

印
刷
所

連
絡
先

寺
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良
男

森
永
　
和
雄

平
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吉
春

生
出
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先
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